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宇和海表層水温の経年変化と昇温傾向 宇和海における調査地と藻場植生

水温上昇に伴う藻場植生の変遷過程
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瀬戸内海から豊後水道の水温勾配に伴う藻場植生の変化と
その温暖化影響評価

水産機構 瀬戸内海区水産研究所
愛媛大学沿岸環境科学研究センター

気候変動対策プロジェクト研究成果発表会（平成30年2月14日）15 水産

問い合わせ先：水産機構 瀬戸内海区水産研究所 島袋寛盛 bukuro@affrc.go.jp

水温上昇に伴う生態系の変化が問題となる中、どれだけの温度上昇でどのよ
うに藻場が衰退するかはわかっていませんでした。南北で明瞭な温度勾配が
生じている瀬戸内海から豊後水道にかけた愛媛県宇和海西岸で調査した結
果、わずか0.5-1℃の温度上昇で藻場植生が変遷することが示唆されました。

温度勾配に応じた13箇所において藻場植生

調査を行いました。その結果、南下するわず
か0.5℃から1℃ごとの温度差によって、藻場

植生は変遷し、南部では磯焼けが発生してい
ることがわかりました。
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現存する温帯性藻場も
今後の環境変化により
このように変遷していく？
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30年間で
0.5℃-1.5℃
ほど上昇し、
南北で4℃-
5℃ほどの
温度勾配が
あります。

宇和海全体
で上昇傾向
にあります。
特に南部お
よび冬期の
上昇傾向が
大きいです。

温帯性藻場は水温上昇に伴い、まずはホンダワラ類
だけの藻場になり、次に小型紅藻類だけが優先する
ようになり、最終的には海藻のない磯焼けへと植生
が変遷していくことがわかりました。
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どれほどの水温でどのような藻場植生の
変化が生じるのかを、実際の藻場調査に
より解明することができました。これらの知
見は今後の温度上昇とそれに伴う藻場植
生の変化の予測につなげいきます。
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